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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜栄養指導情報＞

・沢口　秀平様～採血上、肝機能のデータが悪化していると主治医より説明があったとの事で、本人様が気にしていた。ご飯1.5膳としており、体重は２Kg増量している。間食は毎日バターロールか食パンとの事で、たまには違う物を食べてみてはと提案するも、『お金がないから』と変更するつもりはない様子。現状維持を保ち、急激に体重を減らさないように注意している。

・村井　愛子様～ジャムパンを食べていたが、本人の方で変更できている。油を使わないように注意しているが、体重がなかなか減らないとの事で、ストレッチや運動をするように勧めている。

＜カウンセリング情報＞

・佐藤　奈々恵様～退院後初のカウンセリングとなっている。退院後の生活について『刑務所を出たようで安心する』と話され、表情も以前よりスッキリした印象を受ける。

　　　　　　　　現在は実家にいる為、母様への不満を話す事もある。また、日中起きているようにする為、はまれるものを探そうとして、現在は釣りゲームにはまっている様子。青明舎へは登録しているが、行きたくないと思っている事も話されている。

　　　　　　　　

＜利用者様情報＞

・冨田　紀子様～本人より電話連絡あり、頭痛・動悸があるとのことで、デイケアを欠席したいと話す。血圧は測定していないとのこと。ＧＨ世話人に情報提供すると、5/9に体調不良があった際、「（具合が悪いことがあるため）死んだ方がいいのかな」と弱音を話すことがあったとのことで、体調面を気にしている様子があるとのこと。デイケアでは来所時、ＧＨ世話人は訪問時に体調確認していくこととしている。
・本多　富美様～疲労感､血圧高値（158/90）が認められ､体調を確認する。｢三本の木（作業所）に行って疲れている｣等と､疲労感のある様子で訴えている。表情も暗く､運動プログラムは見学して過ごしている。一日を通して体調･症状の確認を行っており､不調時は静養室で休むよう説明している。
・高橋　洋子様～家族から薬の量が多い為、少なくするようにと言われているとの事。以前医師から血糖値の薬を飲むのをやめても良いと言われたことを思い出し、次回の外来受診時に医師に相談してみようか迷っているとの事。しかし、本人は血糖値の薬を服用しないと高血糖になってしまうのではないかと不安に感じていると話されている。昨晩、どうしたら良いのか考えていて、4時間しか眠れなかったと話している。疲労感を訴えているが、声が大きく、レクリエーション時にも元気に参加されている。声が大きすぎることや他者へ命令口調で話すことを指摘されても、改善が見られていない。
＜外来情報＞

・山地　広人様～母様より相談希望あり、本日、相談支援事業所｢移山寮｣三浦氏、SW金田と面談を実施。「本人も体重増加の自覚はあるようだが、夜中に食べるのはやめることができないみたいで。夜中になるともう見れないです。」と訴えている。退院後2週間の母様の頑張りについて評価しているが、母の疲労感が強く、「休養したい」と訴えている。経済的に施設入所は困難であることから、生活訓練事業所｢チョコ・クッキー八戸｣の利用を継続していくこととなる(障害年金の受給要件は確認中)。また、姪(妹の長女)が現在不登校であり、そのことで母が悩んでいる様子があり、傾聴。幼少期より成績も下位であったとの情報があり、児童相談所へ相談することも可能であることを助言している。

・瀬川 高雄様～歩行時眼瞼が下垂してくると訴えあり。診察時は特に問題はないが、歩行時強くなる様子。特に問題は見られない事、気になる様であれば眼科受診するよう主治医より説明している。又、診察待ち時間中、当院受診中の女性患者様へ話しかけた様子。その女性患者様より「気持ち悪い」と訴え聞かれ、本人へ事情を尋ねた所、認めた。その為、顔見知りではない患者様へ話しかけると話しかけられた患者様がびっくりする可能性がある為、あまり話しかけない様、主治医より指導受けている。

